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Fig.2 Dependence of magnetostriction on Gallium 

contents in VB-grown Fe-Ga single crystals 
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【はじめに】 IoTの発展に伴い、エネルギーハーベスティング技術を用いた環境発電が注目され

ている。我々は振動発電素子に用いられる Fe-Ga 磁歪材料に着目し、垂直ブリッジマン(VB)法に

よる単結晶育成を報告した[1]。Fe-Gaの磁歪特性は Ga組成に依存し[2]、VB法による Fe-Ga育成

結晶では、Ga組成 18at.%の as-grownにおける磁歪定数 3/2λ100は約 300ppmであった[1]。今回は、

低 Ga組成における Fe-Ga結晶の磁歪特性を検討した。 

【実験方法】 VB法で Fe1-X-Gax (x=0.13, 0.15)単結晶を各Ga組成において坩堝降下速度を 2, 5mm/h

として育成した[3]。得られた結晶を(100)に沿って約 8×8×1mmに切断したのち、2000Oeの飽和

磁界を印加し、ひずみゲージを用いて as-grownにおける磁歪特性の評価を行った。 

【実験結果】 Fig.1に坩堝降下速度 5mm/hで育成した結晶の固化率と磁歪定数 3/2λ100の関係を

示す。どちらの Ga組成においても固化率 0.2～0.8でほぼ一定の磁歪定数が得られた。Fig.2にこ

れまでに育成したFe-Ga結晶のGa組成と磁歪定数3/2λ100の関係を示す。磁歪定数は170～330ppm

の範囲であり、Ga組成依存があることが確認された。VB法は as-grown単結晶のまま任意の磁歪

定数を広範囲で得ることができ、振動発電素子への応用に適した結晶育成方法であると考える。 
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